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エコアクション21の

社内における取組手順

①環境経営システムの構築する。

②環境への取組を行う。

（CO2・破棄佛・水使用量の削減等）

③環境経営レポートを定期的に

作成・公表する。

6．環境目標及び

環境活動計画の

策定（Plan）

8．取り組み状況

の確認・評価

（Check）

7．計画の実施

（Do）

9．全体評価の見直し

（Action）

環境経営レポートの

作成と公表

1．エコアクション21へ

取組ことを決定

（社長の意思決定及び

全従業員への伝達並びに

周知徹底）

3．環境への負荷の

自己チェックの実施
2．実施体制の検討

・決定

4．環境への取組の

自己チェックの実施

5．環境経営方針の作成
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環境経営計画

目　  　次

組織と事業活動の概要及び認証・登録範囲

実施体制

環境経営方針

環境経営目標

環境経営計画の実施状況

実績評価と次年度の取り組み

環境関連法規一覧及び遵守評価

代表者による評価と見直し

取り組み実施状況



事業所名

代表者名

本社 〒870-0244 大分県大分市須賀二丁目５番３８号

フロレスタ

大分大在
〒870-0252 大分県大分市大在浜2丁目12番23号

氏名

☎   097-578-7808

📠   097-578-7810

HP 　ryushinkk.com

許可番号及び業種

飲食業 　フロレスタ大分大在店 5名

種　類 台　数

ト ラ ッ ク 13

普通車 5

軽 自 動 車 4

散 水 車 3

B　H 3

A　F 3

ローラー 5

グレーダー 1

環境年度 自 1月 ～ 至 12月

　全組織及び全事業活動を対象とする。

　事業活動：土木工事業、舗装工事業、運送業、飲食業

竜伸建設工業　株式会社

代表取締役　　竜田　幸一

所在地

環境管理

責任者

氏名及び

連絡先

竜田　幸一

連絡先

事業内容

建設業
竜伸建設工業(株)

30名 土木一式、ほ装（大分県知事一般2913471号）

、運送業

事業規模

*保有車両一覧 *事業規模

使用燃料 設立記念日 平成24年10月17日

軽油

資本金 300万円

ガソリン

ガソリン

従業員数 35名

軽油

軽油

認証・登録

範囲

軽油

売上高 78千万

軽油

軽油
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・環境経営に関する統括責任者

・環境経営に必要な経営資源(人・物・資金)を準備する

・環境管理責任者の任命

・環境経営方針を定める

・環境経営目標及び環境経営活動計画、実施体制を承認する

・代表者による全体の評価と見直しを実施する

・環境活活動レポートの承認

・環境経営システムの構築、運用、管理に関する責任者

　　　環境管理責任者 ・環境経営システムの運用、管理状況を代表者に報告する

・エコアクション２１推進委員会の責任者

・環境関連法規等の取りまとめ表の承認、遵守状況のチェック結果の承認

・環境経営目標、環境経営計画、実施体制の確認と全体調整

・環境上の緊急事態の想定及び対応策に承認

・問題点の是正及び予防措置の承認

・環境活動レポートの確認

・環境管理責任者の補佐、エコアクション21推進委員会の事務局

・環境関連文書、記録の管理

・環境活動に関する実績のとりまとめ

・外部環境コミュニケーションに関する窓口

・環境活動レポートの作成

・環境経営目標、環境経営計画の伝達

・社員の意思統一、意見交換及び相互・全体評価の実施

・各部門の実施状況、目標達成状況、問題点などの報告

・効果的な環境活動に向けての提案、意見交換

・環境経営方針、環境経営目標などの理解と自らの役割を自覚する

・自主的かつ積極的に環境活動に参加する

各現場

代表者

代表取締役　　竜田　幸一

環境管理責任者

代表取締役　　竜田　幸一

　事務局　　　

ＥＡ２１推進委員会

（3ヶ月に１回）

フロレスタ大分大在店

工務部　統括部長

　　　事務局

　　エコアクション21

推進委員会

全従業員

　　　代表者

　　　　　竜　田　　幸　一

竜田　幸一

ＥＡ２１組

ＥＡ２１役割と責任及び権限
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社員が輝

き、地域を

　　【　基本理念　】

　竜伸建設工業（株）は、「社員が輝き、地域を照らし、幸せの輪を広げます」

という経営理念の基、地域に感謝の心をもって建設業の事業、並びに飲食店業、

運輸業に取り組んでまいります。

　事業を邁進するうえで欠かせない環境負荷の低減や環境に配慮した取り組みを

積極的に進めてまいります。

　　【　行動指針　】

1.具体的に次のことに取り組みます。

　①電気・燃料使用量を削減し、CO2排出量の削減に取り組みます。

　②廃棄物排出量の削減に取り組むとともに、リサイクル促進に努めます。

　　　又、食品部門では、食品廃棄物の削減に取り組みます。

　③水資源を大切にするために、水使用量の削減に取り組みます。

　④環境に配慮した製品やサービスの提供を強化し、品質管理の徹底を図り、

　　　環境経営に努めてまいります。

　　これらについて環境経営目標、環境経営活動計画を定め、定期的に見直し

　を行い、継続的な改善に努めます。

2.環境関連法規則を遵守します。

3.この環境方針は、全従業員に周知するとともに社内外に公表します。

制定日 ：

竜伸建設工業株式会社

　　代表取締役　　　竜田　幸一

令和3年11月1日
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表-1 ＊基準値は、2021/1/1～2021/12/31とした。 ＊目標値は、基準年比削減目標とした。

2022年度 2023年度 2024年度 2025年度

目標(-1％） 目標(-2％） 目標(-3％） 目標(-4％）

1 ㎏-CO2 360,515 356,910 353,305 349,700 346,094

1-1 ｋＷｈ 27,164 26,892 26,621 26,349 26,077

1-2 Ｌ 35,901 35,542 35,183 34,824 34,465

1-3 Ｌ 87,977 87,097 86,217 85,338 84,458

2 ％ 100 100 100 100 100

3 ％
分別活動

の徹底

分別活動

を徹底する

分別活動

を徹底する

分別活動

を徹底する

分別活動

を徹底する

4 ｍ3 81 80 80 79 79

5
実施率

100％
100% 100% 100% 100% 100%

6 回 0 12回以上 12回以上 12回以上 12回以上

表-2 食品に関する環境目標

2022年度 2023年度 2024年度 2025年度

目標値 目標値 目標値 目標値

7 ％
0.1％

以下

0.1％

以下

0.1％

以下

0.1％

以下

0.1％

以下

８ ％
８０％

以上

８０％

以上

８０％

以上

８０％

以上

８０％

以上

＊電力のCO2排出係数については、

　　　 九州電力　2020年度　0.479㎏-CO2/ｋWh(調整後排出係数）とした。

＊灯油、LPGに関しては、使用量が少量なので目標には設定せず、日活動で管理していく。

＊CO２排出量には、灯油、LPGを含めて管理していく。

電力使用量

（電気消費量)

選 択 科 目 単　位
基準値
2021年度

二酸化炭素総排出量

（CO2排出量)

単　位
基準値

2021年度

食品廃棄物の発生抑制

（食品廃棄物排出ゼロ）

再生利用等実施率

ガソリン使用量

（ガソリン消費量）

軽油使用量

（軽油消費量）

産業廃棄物リサイクル率

（産業廃棄物排出量）

一般廃棄物量リサイクル率

（一般廃棄物排出量）

水使用量の削減

（水使用量）

作業所において、騒音・振動を低減

させる（適合重機の使用率）

社会貢献活動

(月1回-きれいにしようえおおいた）

選 択 科 目
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目標 頻度

1. 毎日

2. 毎日

3. 毎日

4. 毎日

1. 毎日

2. 毎日

3. 毎日

4. 1回/月

1. 毎日

2. 毎日

3. 毎日

4. 1回/月

1. 都度

2. 毎日

3. 毎日

1. 毎日

2. 毎日

3. 毎日

4. 毎日

1. 毎日

2. 1回/月

1. 毎回

1. 1回/月

1. 毎日

2. 毎日

1. 毎日

2. 毎日

環境経営方針の番号 選択課題 具体的実施項目

二

酸

化

炭

素

排

出

量

削

減

1-1 電力消費量削減
基準値比

1％削減

不必要箇所の証明を消す。

エアコンの使用期限を設定

　　（冷房：6～9月・暖房12～3月）

OA機器の電源を退社時に消す。

クールビズの推進。

1-2 ガソリン消費量削減
基準値比

1％削減

エコドライブの推進

運転経路の確認・検討。

車両の燃費確認

車両点検。

1-3 軽油消費量削減
基準値比

1％削減

エコドライブの推進

機械を使用しないときは切る。

低燃費機械の使用。

機械の点検をする。

廃

棄

物

2
産業廃棄物

排出量削減

基準値比

1％削減

建設資材は中耳に使用数量をチェックし

　残余資材の廃棄を抑制する。

ごみの分別を徹底。

リサイクル可能ごみの確認と周知徹底。

3
一般廃棄物量

の削減

基準値比

1％削減

ごみの分別を徹底。

裏紙使用の推進。

プリント時の印刷設定の確認。

リサイクル可能ごみの確認と周知徹底。

節水ポスターの掲示と呼掛け

騒音・振動

の低減
5

事業活動に於ける

環境配慮
実績率100％

適合重機の使用

(作業所において、騒音・振動を低減させる。)

水使用量 4 水使用量の削減
基準値比

1％削減

日常的な節水の施行

地域

貢献

活動

6 地域での環境活動 実績率100％

会社周辺道路等の清掃活動。

　（きれいにしようえＯＩＴＡへの参加）

食品に関す

る環境目標
7

廃棄物の発生抑制

（食品廃棄物排出ゼロ）

0.1%

以下

賞味期限年月表示化による過剰生産の削減

需要予測精度の向上

食品に関す

る環境目標
８ 再生利用等実施率

80%

以上

食品廃棄物の把握

再生利用、減容活動の徹底
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運用期間：2022年1月1日～2022年12月31日

事務所 現場 フロレスタ

1. 毎日 〇 ─ 〇

2. 毎日 〇 ─ 〇

3. 毎日 〇 ─ ─

4. 毎日 〇 ─ 〇

1. 毎日 〇 〇 〇

2. 毎日 △ 〇 〇

3. 毎日 △ 〇 〇

4. 1回/月 〇 〇 〇

1. 毎日 〇 〇 ─

2. 毎日 〇 〇 ─

3. 毎日 〇 〇 ─

4. 1回/月 〇 〇 ─

1. 都度 〇 〇 ─

2. 毎日 〇 〇 ─

3. 毎日 〇 〇 ─

1. 毎日 〇 〇 〇

2. 毎日 〇 △ 〇

3. 毎日 〇 〇 〇

4. 毎日 〇 〇 〇

1. 毎日 〇 △ 〇

2. 1回/月 〇 △ △

騒音・振動

の低減
5 1. 毎回 〇 △ ─

1. 1回/月 〇 〇 ─

1 毎日 ─ ─ 〇

2 毎日 ─ ─ 〇

1 毎日 ─ ─ 〇

2 毎日 ─ ─ 〇

〇 ……… 出来た △ ……… 出来たが、あとひと頑張りが望まれる

× ……… 出来なかった

環境経営方針の番号 選択課題 具体的実施項目 頻度
評　　価

二

酸

化

炭

素

排

出

量

削

減

1-1 電力消費量削減

不必要箇所の証明を消す。

エアコンの使用期限を設定

（冷房：6～9月・暖房12～3月）

OA機器の電源を退社時に消す。

クールビズの推進。

1-2 ガソリン消費量削減

1-3 軽油消費量削減

エコドライブの推進

機械を使用しないときは切る。

低燃費機械の使用。

機械の点検をする。

エコドライブの推進

運転経路の確認・検討。

車両の燃費確認

車両点検。

裏紙使用の推進。

水使用量 4 水使用量の削減
日常的な節水の施行

節水ポスターの掲示と呼掛け

廃

棄

物

2
産業廃棄物

排出量削減

建設資材は中耳に使用数量をチェックし

　残余資材の廃棄を抑制する。

ごみの分別を徹底。

リサイクル可能ごみの確認と周知徹底。

3
一般廃棄物量

の削減

ごみの分別を徹底。

プリント時の印刷設定の確認。

リサイクル可能ごみの確認と周知徹底。

事業活動に於ける

環境配慮
適合重機の使用

地域

貢献

活動

6 地域での環境活動
会社周辺道路等の清掃活動。

　（きれいにしようえＯＩＴＡへの参加）

食品に関す

る環境目標
８ 再生利用等実施率

食品廃棄物の把握

再生利用、減容活動の徹底

食品に関す

る環境目標
7

廃棄物の発生抑制

（食品廃棄物排出ゼ

ロ）

在庫管理

翌日製造分の調整
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運用期間　2022年度（2022年1月～2022年12月） 基準年度：2021年度 №　1

基準年度

実績

2022年度

目標値

2022年度

実績

目標

達成度
判定

360,515 356,910 339,207 105% 〇

基準年度

実績

2022年度

目標値

2022年度

実績

目標

達成度
判定

27,164 26,892 22,203 121% ◎

基準年度

実績

2022年度

目標値

2022年度

実績

目標

達成度
判定

35,900 35,686 35,687 100% 〇

基準年度

実績

2022年度

目標値

2022年度

実績

目標

達成度
判定

87,976 87,096 76,388 114% 〇

＜　評価・今後の取組　＞

①目標は達成した。

②社員全員で施策を考え、実行し、効果を上げた。

③引き続き計画を継続する。

④社員の意識が向上し、よく活動に取り組んだ。

＜　評価・今後の取組　＞

①目標は達成した。

②社員全員で施策を考え、実行し、効果を上げた。

③引き続き省エネ活動に社員全で員取り組む。

＜　評価・今後の取組　＞

①目標は達成した。

②社員全員で施策を考え、実行し、効果を上げた。

③引き続き計画を継続する。

④社員の意識が向上し、よく活動に取り組んだ。

環境経営方針の番号 選択課題

二

酸

化

炭

素

排

出

量

削

減

1

総エネルギー

二酸化炭素排出量

基準年度対比

△1％

単位：㎏-CO2

ガソリン消費量

前年（基準年度対比）

△1％

単位：ℓ

1-3

軽油消費量

前年（基準年度対比）

△1％

単位：ℓ

1-1

電力消費量

前年（基準年度対比）

△1％

単位：ｋWｈ

1-2

＜　評価・今後の取組　＞

①目標は達成した。

②社員全員で施策を考え、実行し、効果を上げた。

③引き続き計画を継続する。

④社員の意識が向上し、よく活動に取り組んだ。
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№　2

基準年度

実績

2022年度

目標値

2022年度

実績

目標

達成度
判定

100% 100% 100% 100% 〇

基準年実績 目標値 実績 達成度 判定

― 分別活動の徹底 分別活動を徹底した 100% 〇

基準年実績 目標値 実績 達成度 判定

894 855 871 98% 〇

基準年実績 目標値 実績 達成度 判定

100% 100% 100% 100% 〇

基準年実績 目標値 実績 達成度 判定

12回 12回 100% 100% 〇

基準年実績 目標値 実績 達成度 判定

0.08 0.1以下 0.002 200% ◎

基準年実績 目標値 実績 達成度 判定

80% 80%以上 80% 100% 〇

㎏ 90.0

㎏ 180.0

㎏ 9.6

㎏ 80%

結果の記載： ◎　120％以上 〇　90％から100%

△　90％未満80％以上 ×　80％未満

評価は運用期間の実績と環境活動計画の実施状況を対象に事務局で記載する。

その際、目標未達成が×判定の課題は、問題点として取り上げ予防、是正措置を講じる。

＜　評価・今後の取組　＞

①目標は達成した。

②社員全員で施策を考え、実行し、効果を上げた。

③引き続き計画を継続する。

＜　評価・今後の取組　＞

①目標は達成した。

②社員全員で施策を考え、実行し、効果を上げた。

③引き続き計画を継続する。

環境経営方針の番号 選択課題

＜　評価・今後の取組　＞

①目標は達成した。

②2022年3月に新しい事務所が増えた事でトイレ個数が増えたが節水機能の為水量が

大幅に抑えられた。

③引き続き節水活動に社員全で員取り組む。

廃

棄

物

2

産業廃棄物

リサイクル率

単位：％

3

一般廃棄物量

リサイクル率

％

＜　評価・今後の取組　＞

①目標は達成した。

②社員全員で施策を考え、実行し、効果を上げた。

③引き続き計画を継続する。

地域

貢献

活動

6

地域での環境活動

前年（基準年度対比）

月1回以上

水使用量 4

水使用量

前年（基準年度対比）

△1％

単位：㎥

組織の

取組
5

事業活動に於ける

環境配慮

前年（基準年度対比）

全工事の80％以上

食品に関

する環境

目標

7
食品廃棄物

単位：％

＜　評価・今後の取組　＞

①目標は達成した。

②社員全員で実行し、効果を上げた。

③引き続き計画を継続する。

＜　評価・今後の取組　＞

①目標は達成した。

②廃油は100%リサイクルできた。コーヒー殻は減容して廃棄した。

③引き続き、廃油のリサイクルを継続し、コーヒー殻の減容率を高めていく。

食品に関

する環境

目標

8

再生利用等実施率

単位：％

再生利用等実施率

の実績に関する内訳

発生量（コーヒー殻、廃棄小麦粉練物）

有価物量（廃油）

減量量（乾燥：コーヒー殻、廃棄小麦粉練物））

再生利再生利用等実施率

＜　評価・今後の取組　＞

①目標は達成した。

②社員全員で施策を考え、実行し、効果を上げた。

③引き続き、1回/月の会議で、施策を計画して実施していく。
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№　3

食品業者向けガイドラインへの対応

＜食品リサイクルについて＞

（概要）

1) 現状把握の状況 基準年度：2021年1月～12月　　　運用期間：2022年1月～12月

・基準年の商品取扱総重量：6034㎏

・基準年の廃棄物総重量：12㎏　（コーヒー殻）　　廃油はリサイクルするので除外する。

・運用期間の商品取扱総重量：7881㎏

・運用期間の廃棄物総重量：12㎏　（コーヒー殻）　　廃油はリサイクルするので除外する。

2) 考察

②基準年度の取扱量対比廃棄物発生率

　12㎏÷6034㎏≒0.002％ ⇒ 環境経営目標の排出率0.１％以下は達成

廃棄物発生率はほぼ「ゼロ」である。

②運用期間の取扱量対比廃棄物発生率

　12㎏÷7881㎏≒0.002％ ⇒ 環境経営目標の排出率0.１％以下は達成

廃棄物発生率はほぼ「ゼロ」である。

③廃棄物発生量ほぼ「ゼロ」の原動力

　レシピは本社で作成しており、商品製造段階での廃油以外の廃棄物は出ないレシピである。

　商品廃棄物は食品ロスゼロの活動を実施しており、抑制活動を徹底している結果である。

　これが食品廃棄物極減の要因である。食品リサイクル法ではこの抑制策を最も有効なの手段として

　推奨している。

④直接的なリサイクルの検討　（商品と材料ともに）

　・商品の主はドーナッツである。売上予測以下で製造し、品切れ閉店を原則としている。

　・余剰が生じ場合は、人気商品のラスクとして再加工し販売する。

　・また、社員の持ち帰り、値下げやイベントでの顧客サービスで余剰品をなくしている。

3) 食品リサイクル法及び食品関連事業者向けガイドラインに関しての判断と今後の取組

食品リサイクル法に関しては、計画策定や報告義務は無く、抑制の推進をしており適応

している。

ガイドラインに関しては、上記考察に基づき、下記を実施していく。

①発注の際に適切な製品と適切な量を検討する。（誤発注や見込み違いを防止する。）

②今回の資料のように取扱総量、廃棄物排出量及び品目などのデータを把握していく。

③食品リサイクル化の目標は「発生率0.1％以下」を設定して取り組む。

　（数値の見直しは今後実施していく）

　目標を掲げて取り組むことを改めて社員に周知を図り、廃棄物削減を推進していく。

④廃棄物排出抑制策を確実に実施していく。

　月１回の現物棚卸による状況把握と対応、作業時の余剰発生時の原因究明と作業改善、

　適切な在庫管理、期限まじかの商品の売り先開拓など。（月に１回、会議を実施）

⑤廃棄物排出率を監視して異常な排出抑制量の時は即、対応策を決定して実施する。

⑥発生した廃棄物は、廃油はリサイクル業者に有価物として引き渡し、コーヒー殻は乾燥をさせて

減量をしたものを廃棄物として処分している。

　廃棄食品のリサイクルの方法を処理業者とも相談して、リサイクル化にも取り組んでいく。

・奈良に本店を持つフロレスタのフランチャイズ店として、令和２年２月にオープンし、現在に至っている。

・本店と契約し、ネイチャー（自然な素材を使った手作り）ドーナツを主として製造・販売している。

・フロレスタ大分大在店として、本店の基本路線を継承し、独自運営を重視している。
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＊我社の事業経営活動に適用される主な環境関連法規は、以下の通りです。

工事担当者 適 ・ 否 有 ・ 無

食品担当者 適 ・ 否 有 ・ 無

有 ・ 無

法規等の名称 規制内容
点検頻度

点検時期
担当者 遵守状況

違反・訴

訟の有無

廃棄物処理法

（建設部門）

産業廃棄物処理にともなうﾏﾆﾌｪｽﾄの交

付、委託契約書の5年間保存
随時確認 工事担当者 適 ・ 否

有 ・ 無

建設リサイクル

発注者に書面で説明、工事着手前まで

に知事に届出、発注者に書面で完了報

告

施工計画書作

成時、工事完

了時

工事担当者 適 ・ 否 有 ・ 無

リサイクル法
発生抑制（工法、資材）、再利用・再

資源化

施工計画書作

成時、工事完

了時

工事担当者 適 ・ 否

有 ・ 無

騒音規制法

特定建設作業の実施の届出

（作業歌詞7日前までに市町村長に届

出）

作業時確認 工事担当者 適 ・ 否 有 ・ 無

振動規制法

特定建設作業の実施の届出

(作業歌詞7日前までに市町村長に届

出）

作業時確認 工事担当者 適 ・ 否

消防法（建設部門）

（食品部門）
火気の使用と特定可燃物等の取扱 作業時確認

大分県自然環境保全条例
保全地域の指定と行為(形質変更)の

知事への届出

施工計画

書作成時

有 ・ 無

工事担当者 適 ・ 否 有 ・ 無

容器リサイクル法
発生抑制と減量化による最終処分の減

少
随時確認 食品担当者 適 ・ 否 有 ・ 無

食品リサイクル法
発生抑制と減量化による最終処分の減

少
随時確認 食品担当者 適 ・ 否

有 ・ 無

廃棄物処理法

（建設部門外）

一般廃棄物の排出

（大分市条例に従う）

産廃の排出はなし

随時確認
環境管理責任

者

食品担当者

適 ・ 否 有 ・ 無

フロン排出抑制法 定期点検の義務付け 1回/3ヶ月
環境管理責任

者

食品担当者

適 ・ 否

有 ・ 無

自動車リサイクル法 社有車の適切な廃棄 廃棄時
運送担当

者
適 ・ 否 有 ・ 無

道路法及び道路交通法 道路占用及び使用の許可
所轄道路占用

及び使用の許

可申請時

工事担当

者
適 ・ 否

※環境関連法規への違反はありません。各関連機関からの行政指導等も訴訟はありません。

労働安全衛生法 健康診断の実施 1回/年
総務課担

当者
適 ・ 否 有 ・ 無
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1.

2.

3.

4.

5.

6.

7.

見直し実施日 令和5年3月20日

評価対象の期間 令和4年1月1日 ～ 令和4年12月31日

見直し実施場所 竜伸建設工業株式会社　会議室

出　席　者

環境関連法規等の

遵守状況確認結果
違反・訴訟はありませんでした。 同方針にて取り組む。

環境情報 環境管理責任者の報告 代表者のコメント

環境管理責任者

工務部　統括部長

社員　4名

環境経営目標の達成状況
環境経営目標は、軽油使用量の項目

が、目標未達成でした。

未達成の項目については、原因究明と取組の

方法に改善の必要があれば改善をする。

環境経営計画の実施状況

環境への取組の自己チェックシートによ

り、必要なすべての活動が既にとりくまれ

ている。

計画の見直しを含め、次期の取組の徹底を図っ

ていく。

問題点の是正、予防の状況
現場の工事の受注状況により、数値に

差がでている。

年間を通じて各項目の目標値を達成できるよう

に、社員全員の意識を向上させる。

外部からの苦情の有無及び

対応結果
外部からの苦情等はありませんでした。

現状に甘んずることなく、改善会議等により、意

見・情報の交換が出来るようにすること。

環境上の緊急事態の訓練結果

及び対応結果
緊急事態の教育訓練を実施しました。

計画通りに実施出来るよう万全の措置を図るこ

と。

その他

見直しの必要性判断と代表者の指示

①環境経営方針 継続する

②環境経営目標 継続する

③環境経営計画 継続する

④環境経営システム 継続する

⑤実施体制 継続する

その他の指示 出来る計画ではなく、出来なくても社員一丸となり

当社が実行していくべき計画について見直し・検討する。
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1. 二酸化炭素排出量削減の取組状況

・節電の呼びかけポスターの掲示 　　・エコドライブ推奨ポスターの掲示

・ガソリン車のタイヤ空気圧点検 ・軽油車のタイヤ空気圧点検
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2. 廃棄物排出量削減の取組状況

・ごみの分別実施状況 　　（総務部、工務部、運送部）

・再生紙、裏紙の使用促進ポスターの掲示

　　総務部、工務部、運送部
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3. 水使用量削減の実施状況

　・節水呼掛けポスターの掲示

4. 環境に配慮した重機の使用状況

・排出ガス基準適合車及び超低騒音型の使用
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5. 地域での環境活動への参加

・活 動 状 況
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6. その他

・健康経営優良法人2021,2022の取得

・健康宣言

・コロナ対応の周知徹底 ・生活習慣病予防ポスターの掲示
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